
三
年
国
語 

「
活
用
の
な
い
付
属
語
～
助
詞
」
学
習
の
手
引
き
①
解
答
編 

＊
ま
ず
はP

8
1

の
ハ
ル
と
ア
キ
の
会
話
文
を
読
み
ま
し
ょ
う
。 

〇
次
の
二
つ
の
文
の
意
味
は
、
ど
う
違
う
だ
ろ
う
か
。 

 

ア
、 

ナ
ツ
さ
ん
は
遠
く
か
ら
自
転
車
で
登
校
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

「
遠
く
か
ら
」
で
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
動
作
の
起
点
を
示
し
て
い
る
。 

イ
、 

ナ
ツ
さ
ん
は
遠
い
か
ら
自
転
車
で
登
校
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

「
遠
い
か
ら
」
で
動
作
の
原
因
・
理
由
を
示
し
て
い
る
。 

 

→
二
つ
の
文
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
二
つ
の
文
の
「
か
ら
」
が
違
う
種
類
の
助
詞
だ
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

＊P
2

3
7

の
助
詞
の
役
割
を
見
て
、
や
っ
て
み
よ
う
。 

考
え
よ
う 

 

（
１
） 

外
は
寒
い 

か
ら 

 
 

こ
こ
に
い
よ
う
。 

 
 

話
し
手
の
居
場
所
は
「
か
ら
」
→
「
中
」、 

 
 

 
 

 

け
れ
ど
も 

こ
こ
に
い
よ
う
。 

 

「
け
れ
で
も
」
→
「
外
」
に
な
る
。 

 

（
２
）
ア
キ 

に 

話
す
。 

 
 

 

話
す
人
は
「
に
」
の
と
き
→
「
ア
キ
以
外
の
人
」、 

 
 

 

が 

話
す
。 

 
 

 

「
が
」
の
と
き
、
→
「
ア
キ
」
に
な
る
。 

 

（
３
）
ハ
ル
に 

だ
け 

話
す
。    

話
す
相
手
は
「
だ
け
」
の
と
き
→
「
ハ
ル
一
人
」、 

 
 

 
 

も 
 

話
す
。 

 

「
も
」
の
と
き
→
「
ハ
ル
の
他
に
も
い
る
」
こ
と
に
な
る
。 

 

（
４
） 

こ
こ
で
は
歌
を
歌
う 

な 

。 
 

「
な
」
の
と
き
は
、
歌
は
歌
え
な
い
【
禁
止
】、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ぞ
。 

 
 

「
ぞ
」
の
と
き
は
、
歌
を
歌
う
【
強
調
】。 

 

→
ど
の
よ
う
な
助
詞
を
使
う
か
で
、
文
の
意
味
は
大
き
く
変
わ
る
。 

 

助
詞
に
は
、
文
の
成
分
を
特
徴
づ
け
た
り
、
話
し
手
（
書
き
手
）
の
気
持
ち
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
り
す
る

役
割
が
あ
る
。 

 

→
助
詞
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
現
れ
る
か
、
ど
ん
な
文
の
成
分
を
つ
く
る
か
、
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き

を
も
つ
か
な
ど
に
よ
っ
て
、
格
助
詞
・
接
続
助
詞
・
副
助
詞
・
終
助
詞
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。 


